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一耕地整理の先覚者－－－
朝日llfJ舟・川新の藤井十三郎氏は、明治8年、代々地主でもあ

る部搭総代の藤井家に生まれた。

生来才気に富み先見の資質を備え、 20才を出たばかりの若さ

で既に舟川新の耕地盤埋に着目し、同志のtJ」崎市次郎氏（現存、

100才、朝日町鼠長寿者）と語らい、 2人が中心となってその必

要性を村氏に1呼びかけ、 一方郡参事や県議にその計画を提示し

て協力を求めた。

しかしながら、刺地盤国を行なうためには、散在する股家

を、新設J首路の沿線に集めるため、部落民は先祖伝来の土地を

はなれることに強く反対し、さらに、同じ青年層がとの事業を

理解せず、 「i臨井、 IJJ附の話に乗ったら将来土地を取り上げら

れてしまう」と獄烈な反対運動をおこしたが、二人はこれに屈

せず、耕地盤毘の利のあるところを個々に説得し、協力者の中

から10名の蚕員を選び、明治30年いよいよζの大事業 に着手
した。

計図内容は省略するが、現在行なわれている闇場整備事業を、

既に乙の時代に行なおうとしたもので、二人は事業実施に必要

な資金繰りに最も苦労したら しく、藤井、山崎両家の私財を悉く

投じてやりくりして、勧業銀行や地元銀行への借入れやjlK演を

続け、先ず昂；初に家屋の移転整理から着手したO

その問、金沢から火災予防のためにポンプの購入、 ・富山から

風包装を取り寄せて村に共同浴場の建設、あるいは村営の共同

藤 井 十 三 郎 氏 （舟川和

物品購買所を設けたり、倉Jlfiを建てて家財道具の保管に当てる

芯ど、約s£1~r出で第 ｜ 期工事としての家毘移転を完了した。
明治35年7月、いよいよ耕地整理事業に着手、作業能率を上

げるため富山から初めてスコ ップを購入し、トロッコを倍り受

けるなど、沼地の出立、~~！：林の伐孫等、 苦節＼ 0年の長い歳月を
費やし遂にこれを完成した。

乙の結果20arJ8反歩のか；~＇＞J去を実現·.＿，，たのであるが、出張費や役
人、銀行員の接待費等はすべて老人間負担で処Imしたため、藤井、

山崎両氏の手に残ったものはわずか 11町歩の田だけであったO

さらにこのあと同氏は村の生間改善に着目し自らその中心と

なって因習を打破し、 月 1回の休日を設けるなど、藤井十三郎

氏は山｜崎氏と共に、 その説得力、企画実行性、指導統卒刀など

抜郡aの人材であった。ところが大正2年、藤井氏は忽に病を得

て38才の若さで急逝された。村は挙げて氏の死を悼み、 ζの偉

大な人物の紫綬iを永く後II'に伝えんと、村内に顕彰闘を主宰trLノ
てその徳を讃えた。

なお、氏の邸内にあった杉の大木は、ほとんどとの事業の経

費に当てるため伐採されたが、村では乙のうち一本だけを記念

として践したのが現在町指定天然記念物「舟川一本杉Jであり

との一本杉は今も偉大な藤升寸ー三郎氏そのものを表徴するよう

に舟川新の一角に盤立している。

（写真は背年藤井十三郎氏と当時の資料及び顕彰碑）
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時
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完
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十
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ま
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わ
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工
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事
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催
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。
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こ
の
ほ
ど
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
完
成
し
ま

し
た
「
あ
さ
ひ
音
頭
」
の
レ
コ
ー
ド
は
、

町
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
多
数
お
求
め

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
余
絡
が
あ
り

ま
す
の
で
、
レ
コ
ー
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購
入
希
望
の
万
は

阻
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、
朝
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町
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工
会
事
務
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け
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友
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な
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ま
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ょ
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よ
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労
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、
富
山
県
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魚
律
公
共
職

業
安
定
所
で
は
、
九
月
一
白
か
ら
三
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日

ま
で
を
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
と
定

め
、
心
身
に
ハ
ン
デ

ィ
の
あ
る
人
た
ち
の

雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
運
動
を
、
強
力

に
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

月
間
中
に
は
、
巡
凶
帥
職
業
相
談
の
実
施
、

心
身
障
害
者
職
業
対
策
会
議
等
の
開
催
、

犀
用
の
勧
奨
お
よ
び
就
職
あ
っ
せ
ん
の
強

化
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
就
職

を
希
望
ぎ
れ
る
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
魚

津
公
共
職
業
安
定
所
（

O
七
六
五

l
二
四

ー

O
三
六
五
）
へ
ど

一
報
く
だ
さ
い
。
安

定
所
で
は
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
そ
う
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
商
店
や
会
社
、
工
場
な
ど
の
経

営
者
に
お
か
れ
て
は
、
と
れ
ら
の
人
た
ち

の
採
用
に
つ
い
て
積
極
的
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

~ I ~ 
~ I 風
心 火 シ
得災［

完予寄
条防工

v l I 

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
が
、
台
風
通
過
時
に
は
、
当
地

方
特
有
の
フ

ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り
空
気
が

乾
慢
し
、
火
災
が
発
生
す
る
と
大
火
に
な

り
や
す
い
気
象
条
件
と
な
り
ま
す
。

過
去
に
お
い
て
、
魚
津
、
黒
部
、
生
地

等
の
大
火
は
、
台
風
に
よ
る
フ
ェ
ー
ン
現

象
下
の
典
型
的
な
災
害
で
す
。

台
風
が
近
づ
い
た
ら
ラ
ジ
オ
、
テ
V
ピ

有
線
放
送
等
の
報
道
に
気
を
つ
け
て
、
こ

ろ
ば
ぬ
先
の
準
備
を
、
お
こ
た
ら
な
い
よ

う
次
の
事
項
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
、
た
き
火
等
は
水
を
か
け
て
完
全
に
消

火
す
る
こ
と
。

て

屋
外
で
タ
パ
コ
を
政
わ
な
い
。

一
、
食
事
等
の
準
備
は
早
目
に
し
、
台
風

通
過
時
に
は
あ
ら
ゆ
る
火
の
使
用
を
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
、
建
物
の
補
強
を
す
る
乙
と
も
大
切
で

す
が
、
毘
外
の
電
灯
や
引
き
込
み
線
が

切
れ
な
い
か
、
ど
こ
か
に
触
れ
て
い
な

い
か
点
検
し
て
お
く
。

て

水
に
ぬ
れ
て
熱
を
出
し
燃
え
た
り
す

る
危
険
物
や
、
大
切
な
も
の
は
阜
く
安

全
な
場
所
に
移
し
て
お
く
。

一
、
懐
中
溜
灯
や
、
で
き
れ
ば
ト
ラ
ン
－ジ

H
A
タ
l
ラ
ジ
オ
も
準
備
し
体
躍
に
そ
な

え
る
。

一
、
万
一
に
そ
な
え
て
の
食
翻
や
飲
料

水
、
避
難
す
る
と
き
の
服
装
、
は
き
も

の
等
を
用
意
し
て
お
く
。

ま
た
、
稲
の
収
機
期
に
な
り
舵
操
機
を

使
用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
使
用
の
際

に
は
消
火
器
を
備
え
て
、
乾
燥
機
よ
り
の

火
災
発
生
防
止
に
注
醸
し
、
ま
た
田
ん
ぼ

等
で
火
を
使
う
場
合
は
、
事
前
に
消
防
署

へ
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
無
厨
け
で
行
な

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
夜

間
お
よ
び
風
の
強
い
目
、
乾
燥
し
て
い
る

時
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

お

願

い

んヅ

次
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
タ
イ
ヤ
作
一

一
九
番
（
火
災
、
数
急
専
用
協
話
）
を
回

し
て
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
す
が
、

火
災
そ
の
他
の
災
害
の
通
報
及
び
救
急
の

要
請
以
外
、
一
一
九
需
の
使
用
は
で
き
な

い
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
っ

一
部
の
人
が

火
災
、
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
に

一
－
九

番
を
使
用
さ
れ
ま
す
と
そ
の
時
間
だ
け

一

一
九
番
は
話
し
中
と
な
り
、
万
一
救
急
等

の
要
請
が
あ
っ
て
も

一
一
九
番
に
つ
な
が

ら
ず
大
事
な
人
命
に
か
か
わ
る
乙
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
火
災
そ
の
他
の
問
い
合
お

せ
に
は

一
一
九
容
を
使
用
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
又
。
問
い
合
わ
せ
に
一

一
九
需
を

J

タ
イ
ヤ
山川
さ
れ
て
も
応
じ
ま
せ

ん
の
で
そ
の
よ
う
な
時
に
は
①

1
0
0
0

九
番
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

－e

、．・・
．．
 
‘、，，E
、．・・．
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、冨，z
、．・・．．
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W

ふ
る
さ
と
の
自
然
を

ゲ

い
つ
も
美
し
く
き
れ
い
に

一
1

川
や
海
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
な
い
ー

…

，e
、，・
．2
、，E
E
・e

．‘、．，、
J
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z
．2
．，、，・
J

・J
、，・：・、
J
．

n
h
u
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・
守
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月
山
公
民
講
座
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地
域
の
人
達
が
相
集
い
、

社
会
情
勢
を
知
っ
た
り
、
一

般
的
な
教
義
を
身
に
つ
け
た
り
し
、
激
し

く
移
り
変
わ
る
社
会
に
遅
れ
を
と
る
ま
い

と、

ζ

の
ほ
ど
、

月
山
町
内
会
を
中
心
と

し

r
o月
山
公
民
講
座
。
が
開
講
し
ま
し

た
ot第

一
一
回
目
は
開
講
式
の
あ
と
、
中
川
町

長
を
講
師
に
h
q

月
山
に
お
け
る
問
題
点
。

を
寸
心
に
話
し
合
わ
れ
、
骨話
題
は
月
山
地

氏
を
横
断
す
る
と
予
想
さ
打
る
北
陸
高
速

自
動
車
道
路
の
と
と
に
つ
い
て
集
中
し
、

月
山
の
将
来
に
つ
い
て
熱
心
に
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
の

受
講
生
は
二
十
才
か
ら
六
十
才
く
ら
い

ま
で
男
女
を
間
わ
す
た
く
さ
ん
参
加
し
、

来
年
の
三
月
迄
十
四
の
学
習
が
続
け
ら
れ

ま
す
。

ひさあ（駅益金：~~）第217号
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自
己
を
見
つ
め

真
の
生
き
方
を

求
め
て

・一
松
林
青
年
参
禅
会

昭
和
四
十
年
前
後
か
ら
急
速

に
発
展
し
た
わ
が
国
の
異
常
な

物
質
文
化
の
伸
展
に
対
し
て
、

一
方
で
は
古
く
か
ら
の
精
神
文

伯
を
見
な
お
す
運
動
が
興
り
、

人
間
復
活
の
声
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

特
に
禅
道
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
あ
た
り
で
も
そ
の
真
価
を
認

め
、
最
近
で
は
抑
プ
1

ム
の
感
を
日記
し
て

い
る
面
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
三
十
八
年
一
月
、
朝
日
町
在
住
の

背
年
間
の
中
で
も
ζ

の
複
雑
他
す
る
世
相

の
中
で
、
人
生
に
お
け
る
真
の
喜
び
は
何

か、

真
の
自
己
と
は
何
か
を
求
め
て
、

「
松
林
青
年
品
世
帯
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

会
員
は
主
と
し
て
高
校
生
、
大
学
生
、

一
般
の
男
女
で
、
古
い
伝
統
を
も
っ
「
参

禅
会
」
と
、

松
林
守
護
持
会
の
後
提
を
得

て
、
松
林
寺
住
職
在
四
桁
芳
氏
の
指
導
を

受
け
、
続
け
ら
れ
て
い
る
。

毎
年
八
月
に
は
中
央
か
ら
著
名
な
講
師

を
招
い
て
「
禅
の
集
い
」
を

一
般
公
開
す

る
が
、
本
年
は
去
る
八
月
四

1
五
日
、
第

五
回
松
林
禅
の
集
い
が
閲
か
れ
、
駒
沢
女

子
盟
大
教
授
、
来
降
真
氏
の

「
真
躍
を

求
め
て
」
、
県
精
神
開
発
室
、
武
部
月
葉

氏
の

「
窺
に
求
め
る
も
の
、
子
に
求
め
る

も
の
」
の
講
演
が

一
般
公
開
さ
れ
、
本
堂

に
溢
れ
る
ば
か
り
の
聴
衆
が
集
ま
り
、

大

好
評
で
あ
っ
た
。

松
林
青
年
参
禅
会
は、

毎
月
第
一

i
一一一

日
曜
日
午
後
八
時
か
ら
睦
禅
を
聞
き
、
あ

と
人
生
論
を
中
心
に
停
験
談
や
意
見
を
出

し
あ
い
討
論
し
て
い
る
。

会
費
は
月
額
学
生
五

O
円

一
般
百
円

だ
れ
で
も
自
由
に
入
会
で
き
る

役

員

会

長

岡

静

男

鹿

禅

指

導

松

本

銅

造

事

務

局

長

岡

明

夫

顧

問

在

田

祐

芳

事

務

所

朝

日

町

・松
林
守

ハ
写
真
は
陸
禅
す
る
青
年
た
ち
V

λ

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
γ

児
童
ク
ラ
フ

野

球

大

会

マ
第
四
回
朝
日
町

児
童
ク
ラ
ブ
野
路
大
会
ム

第
四
回
朝
日
町
児
童
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

は
七
月
二
十
四
日、

小
丸
山

・
泊
中
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
町
内
の
児
童
ク
ラ
プ
十
四
チ
l

ム
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
、
熱
戦
の
宋
本

町
チ
i
ム
が
十
三
対
三
で
上
町
チ
1
ム
を

破
り
四
連
勝
を
飾
っ
た
。

な
お
本
町
、

上
町
チ
1
ム
は
八
月
六
日

入
者
町
で
行
な
わ
れ
た
下
新
川
郡
大
会
に

出
場
、
健
闘
む
な
し
く
県
大
会
出
場
を
果

た
せ
な
か
っ
た
。

富
山
県
児
童
水
泳
大
会

八
月
十
八
日
、
富
山
市
民
プ
ー
ル
に
お

い
て
富
山
県
児
童
水
泳
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
朝
日
町
か
ら
九
名
の
児
童
が
糊
代
表

と
し
て
出
場
し
た
が
、
日
ど
ろ
の
練
習
の

成
果
を
存
分
に
苑
却
し
、
下
新
川
郡
は
次

勝
を
獲
得
、
政
状
と
大
き
な
カ
ッ
プ
、
そ
れ

に
金
メ
ダ
ル
、
銀
メ
ダ
W
各
一
側
、
銅
メ
ダ

ル
三
仰
と
い
う
り
っ
ぱ
な
成
縦
で
し
た
。

学童水泳教室

泳
げ
な
い
子
と

水
を
こ
わ
が
る

子
ど
も
た
ち
の

た
め
に

山
崎
、
大
家
庄
、
町
営
プ
l
ル

「
泳
げ
な
い
児
童
ゃ
、
水
を
こ
わ
が
る

予
を
な
く
そ
う
」
と
今
年
も
八
月
七
日
か

ら
三
日
間
、
山
崎
、
大
家
、庄
、
町
怯
プ
1

W
で
学
章
一水
泳
教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

町
の
体
育
指
導
委
員
や
水
泳
協
会
の
先

生
の
熱
心
な
指
導
に
、
水
を
と
わ
が
っ

て

い
た
子
も
水
に
頭
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
ど
l
ト
板
を
使
わ
ず
に
泳
げ

る
児
輩
も
み
ら
れ
る
な
ど
予
則
以
上
の
成

果
を
あ
げ
ま
じ
た
。

p
o
a守
n
6

II ス L
点ポ語
旦 l地
モツ iム

票少
を年

；蚕
ココE

魚
津
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が

一

堂
に
会
し
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
去
る
八
月
二
十

三
日
朝
日
町
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
泊
中
講
堂
で
朝
日
町
柔
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
と
黒
部
市
大
布
施
サ
γ
カ
l

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
日
ご
ろ
の
活
動
ぶ
り

な
ど
を
発
表
し
、
続
い
て
同
校
を
ス
タ
ー

ト
と
す
る
オ
リ
ヱ
ン
テ
l
リ
ン
グ
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
地
図
と
磁
石
を
た
よ
り

に
十
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
探
す
と
の

競
技
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
に
、
ク

イ
ズ
や
簡
単
な
常
識
問
題
な
ど
が
用
意
さ

れ、

団
員
が
ブ
ロ

ッ
ク
毎
に
ζ

の
問
題
を

解
き
な
が
ら
宮
崎
峨
跡
の
あ
る
蹴
山
の
頂

上
に
達
す
る
し
く
み
に
計
画
さ
れ
て
お
り

団
員
に
は
愉
快
で
た
の
し
い
有
意
義
な
一

日
で
し
た
。

〈
写
真
は
オ
リ
エ
ン
テ
！
リ
ン
グ
を
終
わ

っ
て
胤
山
頂
上
に
お
い
て
史
蹟
の
説
明

を
開
く
団
員
た
ち
V
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第
十
五
回
町
民
水
泳
大
会

第
五
回
小
e

中
学
校

水
泳
記
録
会

。

八
月
五
日
町
営
プ
l
ル

。

。
小
学
校
の
部

V
五
年
女
子
五
十
米
自
由
型
①
江
端
み

ち
ょ
（
山
）
①
大
森
雅
子
（
山
）
V
六
年

女
チ
五
十
米
自
由
型
①
村
上
い
ず
み
（
泊

－C
①
山
崎
情
実
（
山
）
V
五
年
間
刀
子
五

十
米
自
由
型
①
住
吉
透
（
大
）
①
犬
森
博

彰
〈
南
）

V
六
年
男
子
五
十
米
自
由
刑
氾
①

中
島
裕
幸
（
南
）
①
小
林
界
（
泊
二
）

V

五
年
女
子
五
十
米
平
泳
①
米
丘
可
奈
子

（

問
〉
①
北
山
真
弓
柴

〈南）

V
六
年
女
子

五
十
米
平
泳
①
宇
田
智
子
会
問
）

①
下
坂

遊
子
（
南
）

V
五
年
目
子
．h
卜
米
平
泳
①

一‘
大
森
博
移
（
間
）

⑦
政
叫
茂
（
山
）

A
六

年
明
子
五
十
米
平
泳
①
下
沢
浩
樹
〈
泊
二

）
①
脇
山
正
美
（
泊
一
一
）

V
五
・
六
年
男

子
五
十
米
背
泳
①
脇
山
正
美
（
泊
二
）
①

増
山
一
豊
〈
泊
三
一）
V
五
・
六
年
女
子
五

十
米
背
掠
①
大
谷
美
千
子

（泊
一
二
）
①
水

野
由
呑
型
（
主
）

V
関
子
百
米
自
由
型
①

中
島
裕
幸
（
問
）

①
長
崎
保
問
〈
泊
一
一）

V
男
子
百
米
平
泳
①
脇
山
正
美
（
約
二
〉

①
松
下
茂
〈
泊
一
ニ
）

V
女
子
二
百
米
リ
レ

ー
①
山
崎
①
泊
二
区
V
男
子
二
百
米
リ
レ

ー
①
泊
三
区
②
南
保

。
中
学
校
の
部

V
女
子
百
米
自
由
型
①
智
弁
美
智
代
〈

泊
二
〉
①
野
田
裕
子
（
泊
一ニ）

V
男
子
百

米
自
由
型
①
長
井
裕
生

（
泊
一
）
①
森
島

浩
（
南
）

V
女
子
百
米
平
泳
①
舟
見
美
千

子
（
泊
一
一
）
①
大
平
葉
子
（
泊
一
ニ
）

V
男

子
百
米
平
泳
①
長
井
裕
生
（
泊
一
〉
①
森

ひさあ（翼？善説：i~） 第217号( 5) 

島
倍
（
南
）

V
女
子
百
米
背
泳
①
野
田
裕

子
（
泊
一
ニ
）
①
筒
井
美
智
代

（泊一一）

V

男
子
百
米
背
泳
①
森
島
倍
（
南
）

①
松
原

隆
明
（
泊
三
）

V
女
子
二
百
米
リ
ν
1
①

泊
三
区
①
泊
二
区
V
割引
・チ
二
百
米
リ
ν
1

①
泊
一
区
①
南
保

。

一
般
の
部

V
男
子
五
十
米
自
由
型
①
谷
栄
一

一ニ
）
①
中
島
繁
（
泊
三
）

〈
〉
地
区
対
抗
成
績

V
小
学
校
の
部

①
南
保
①
山
崎
①
泊
三
区

V
中
学
校
の
部

①
市
保

①
泊
一
匹

①
泊
三
区

s

h

朝
間
野
球
大
会
l

！

、
一

…！
i
t

！
優
勝
き
ま
る
、
ん

朝
日
町
役
場
チ
！
ム
に
栄
冠

準
決
勝

朝
日
町
役
場
9
1
3
泊
教
臼
ク
ラ
プ

朝
日
町
中
山
火
山
封
凶
A
91
2
さ
つ
き
会

決
勝

朝
日
町
役
場
5
1
2
朝
日
町
中
央
位
協
λ

ハ
写
真
は
朝
関
野
路
大
会
の
表
彰
式
V

V
総
合

①
南
保

①
泊
二
一
区

①
山
崎

第
十
九
回
町
民
野
球
大
会

（
八
月
十
九
日
小
丸
山、

泊
中
〉

①
泊
二
区

①

五

簡
庄

首ヨ

一：：
・・夏

バ

テ

の

防

止

と

・：：・…

：
j
i－－－
そ

の

回

復

法

：：
：…

＠ 

健
康
診
断

民
館
な
討
さ
で
出
わ
ぬ
と
こ
う
に
不

調
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
血
圧
の
低

下
、
仕
血
、
同
協
附
由
な
ど
多
少
体

に
変
調
を
覚
え
た
ら
早
め
に
診
祭
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

休
華
、
睡
眠

午
眠
を
す
る
。
眠
ら
れ
な
い
時
は
卦

体
を
械
に
し
て
体
む
だ
り
で
も
良
く

又
、
涼
し
く
な
る
時
期
で
す
が
こ
れ

ま
C
よ
り
少
し
早
め
に
寝
床
に
つ
い

て
睡
眠
時
聞
を
長
く
し
ま
し
ょ
う
。

栄
華

油
を
使
っ
た
料
抑
一
や
、
卵
・

豆
類
、

野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
完
全
栄
接

食
品
と
い
わ
れ
る
牛
乳
は
、
体
力
回

復
に
は
も
っ
て
こ
い
の
も
の
で
す。

運
動

暑
い
か
ら
、
疲
れ
て
い
る
か
ら
と
、

じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り
、
身
体
を
動

か
し
て
汗
を
流
せ
ば
、
か
え
っ
て
心

身
共
に
さ
っ
ぱ
り
し
ま
す
。

規
則
正
し
い
生
活

暑
さ
で
多
少
N

l
ズ
に
な
っ
て
い
る

生
活
を
規
則
正
し
い
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

生
活
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

① ① ＠ ① 

脳
卒
中
後
遺
症
の
方
は

．
・
・
障
害
年

金

が

受
け
ら
れ
ま
す
・
．．
 

最
近
の
死
亡
原
因
の
割
合
は
、
脳
卒
中

が
最
も
多
く
、
つ
い
で
が
ン
、
心
臓
疾
患

と
い
う
順
で
す
。

脳
卒
中
は
い
っ
た
ん
病
気
に
か
か
る
と

良
く
な
っ
て
も
、
あ
と
で
身
体
の
後
遺
症

を
践
す
場
合
が
多
く
、
こ
の
よ
う
に
身
体

が
不
自
由
に
な
っ
た
人
に
対
し
て
は
、
国

民
年
金
制
・
院
で
臨
留
年
金
を
支
給
し
ま
す

い
ま
ま
で
脳
卒
中
に
よ
り
障
害
年
金
を

請
求
し
た
人
の
例
を
み
ま
す
と
、

病
気
が

閲
定
し
て
か
ら
、
か
な
り
の
期
聞
が
経
過

し
た
後
で
年
命
令
請
求
し
て
い
る
人
が
多

く
、
そ
の
た
め
い
つ
か
ら
障
担
年
金
を
支

給
き
れ
る
続
出
の
附
出
に
な
っ
た
か
確
認

し
に
く
く
、
年
金
を
支
給
す
る
う
え
で
不

利
益
に
な
る
場
合
も
で
で
き
ま
す
。

脳
卒
中
に
よ
る
後
遺
症
に
つ
い
て
は
、

発
病
後
六
カ
月
を
経
過
し
ま
す
と
・
障
害
年

金
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
身
体
マ
ヒ

の
た
め
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
万
は
、

一
度

役
場
の
国
民
年
金
保
で
叫
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
六
カ
月
を
超
え
た
か
ら
と

い
っ
て
、
症
状
が
同
定
し
て
い
な
い
間
は

年
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、

心
臓
疾
患、

肝
臓

・
腎
臓
疾
患

あ
る
い
は
肺
結
核
な
ど
の
内
部
疾
患
に
つ

い
て
は
、
発
病
後
一二
年
未
満
の
場
合
は
年

金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
が
、
三
年
を
過

ぎ
て
・も
治
ら
な
い
で
、

長
期
間
治
療
を
続

け
て
い
る
方
は
、
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
役
場
国
民
年
金

係
へ
と
柑
誠
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

費望聾翻
町
長
か
ら

町
の
現
状
を
聞
く

朝
日
町
連
合
青
年
団

連
合
背
年
団
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て

八
月
十
七
日
町
長
と
の
対
話
集
会
を
行
な

い
ま
し
た
。

間
集
会
に
は
約
三
十
五
名
の
背
年
団
員

を
は
じ
め
、
町
内
会
長
さ
ん
な
ど

一
般
の

万
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
今
、
問
題

に
な
っ
て
い
る
棚
山
台
地
開
発
躯
悩
計
画

ゃ
、
道
路
計
画
、
岡
場
整
備
計
画
に
つ
い

て
町
当
局
か
ら
説
明
を
聞
き
、
青
年
と
し

て
、
ま
た
地
元
民
と
し
て
の
態
見
を
発
表

し
ま
し
た
。

ζ

の
こ
と
は
十
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

る
則
自
町
行
年
議
会
に
・
も
大
い
に
参
考
に

な
る
も
の
と
忠
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
臼

一

み

家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い

－
 

i

力
を
出
し
あ
い

（

－
 

…
に

～

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

l

e
 

今る
日

一

切

T
み

自

転
車
の

ニ
人
乗
り

一
を

る

無

灯
火
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

一

一
年

代

お
と
な
も
こ
ど
も
も

…少
要

交
通
十
l
wを
守
り

…
青

み
ん
な
で
注
意
し
あ
い

ま
し
ょ
う



(6) 

；交通安全；

9月21日～9月3tr日

秋の

全国交通安全

運動

昭和48年 9月 l0日
月刊（毎月10日発行）

間
和
四
十
八
年
秋
の
全
国
変
通
安
全
運

動
は
九
月
二
十

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
十
日
聞
に
わ
た
っ
て
全
国

一
斉
に
展
開

さ
れ
ま
す
。
今
岡
の
運
動
で
は
、
「
歩
行

者
と
く
に
、

ζ
ど
も
と
老
人
を
交
通
事
般

か
ら
ま
も
る
」
と
と
に
重
点
を
向
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

・
こ
ど
も
の
事
故
は
全
国
平
幼
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

と
ど
も
を
交
通
事
政
か
ら
ま
も
る
た

め
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ど
協
力
願

い
ま
す
。

ひさあ

ス
ク
ー
ル
ゾ

1
ン
の
充
実

ス
ク
l

w
ゾ
l
ン
は
こ
ど
も
に
と
っ

て
唯
一
の
セ
フ
テ
ィ
ゾ
1

ン
で
す。

ス
ク
ー
ル
ゾ
1
ン
内
に
お
い
て
は
と

ど
も
の
事
故
は

一
件
も
お
こ
ら
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
ど
も
に
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
の
は
お
母
さ
ん
で
す
。

こ
ど
も
を
も
つ
お
母
さ
ん
ひ
と
り
ひ

と
り
が
十
分
な
関
心
を
も
っ
て
自
ら

交
通
W
I
W
を
実
践
指
導
し
て
い
く

と
と
も
に
、
お
互
に
力
を
合
わ
せ、

自
分
の
子
も
、
よ
そ
の
子
も
と
も
に

戸
通
事
故
か
ら
ま
も
る
と
い
う
心
構

え
と
行
動
が
た
い
せ
つ
で
す
。

・
お
と
し
よ
り
に
は

あ
た
た
か
く
銀
切
に

（貯盗品易絹）第217号

お
と
し
よ
り
は
交
通

w
l
wに
附
く

ま
た
現
代
の
激
し
い
モ
ー
タ
リ
1
ゼ

1
シ
ョ
ン
に
適
応
し
て
い
く
だ
け
の

感
党
に
欠
け
て
い
ま
す
。

お
と
し
よ
り
の
事
故
で
多
い
の
は

夜
間
の
捗
行
中
臼
転
車
の
右
左
折
時

で
す
。

・
お
と
し
よ
り
の
夜
間
の
ひ
と
り
歩
き

は
さ
け
る
。

－
交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
で
き
る

か
ぎ
り
自
転
車
に
乗
・
り
な
い
よ
う
、

家
族
や
ま
わ
り
の
入
が
み
ん
な
で
あ

た
た
か
く
み
ち
び
い
て
い
く
ζ

と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

新しい木がたくさん

入っています

利用しましょう

3
5
7
一記

号
百
二

回

：i
l
l

・

－－』
コ

回L
E

h

A
hプ
句

い
よ
い
よ
読
書
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
図
書
館
で
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
が

快
適
に
請
書
で
き
る
よ
う
、

心
を
く
ば
っ

て
お
り
ま
ず
か
ら
、
皆
さ
ん
方
の
ご
利
用

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
八
月
中
の
図
脅
館
の
利
用

状
出
そ
見
ま
す
と
、

利
用
者
が
急
激
に
増

え
て
お
り
、

一
日
平
均
七

O
人
が
利
即
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
平
常
の
月
の
約

－
－

四
倍
で
、
と
の
原
因
と
し
て
、
児
堂
、
生
徒

の
夏
休
み
、
お
よ
び
館
内
の
冷
凶
仰
が
完
備

さ
れ
て
い
て
快
適
に
読
曹
な
り
勉
強
が
で

き
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
毎
月
新
し
い
本
が
た
く
さ
ん
入

っ
て
お
り
、
ま
た
見
た
い
本
が
朝
日
町
図

世
加
に
な
い
場
合
で
も
県
立
関
山
・
加
を
は

じ
め
、
県
下
の
H
什
闘
世
間
か
ら
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
ず
か
ら
、

え
ん
り
ょ
な
く
申

し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い。

〈
写
真
は
最
近
の
閣
官
側
利
用
風
説
V

1主防~t
－ －~戸デ四・

Jゐ
新
し
く
入
っ
た
図
書

珍
仙
計
調
川
名

佐

久

間

英

バ
ク
の
飼
主

め

ざ

し

て

庄

司

駕

フ
ロ
イ
ト

小
此
木
啓
吾

妻
一
人
娘
二
人
猫

五

匹

永

六

輔

西
国
寺
兄
弟
の
悼
験
的
中
国
案
内

西
国
守
一
晃
他

結

婚

式

の

司

会

江

川
ひ
ろ
し

き
ら
わ
れ
る
親
好
か
れ
る
親

昌
子
武
司

壁

を

め

ぐ

る

人

生

論

立

腺

正

秋

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の

動

物

巷

談

則

正

忠

立
山
と
ガ
イ
ド
た
ち

北
日
本
新
聞
社

交
通
事
故
の
法
印
知
織

白
山
国
民
社

戦
艦
大
和
（
上

・
下

〉

児

向

寝

浮
世
絵
大
系

（
敵
閥
、
写
楽
）
鎖
市
ム
枇

現
代
P
T
A人
門

平

溺

一
仁

百
万
人
の
十
ラ
ン
プ
手
品
気
質
康
夫

ド
ク
タ
ー
ケ
ニ
ヤ
哲
戦
記
佐
伯
文
太
郎

足
時
を
さ
が
そ

う

藤

井

旭

乱
此
に
生
き
る

浜

野

市

也

主
制
と
お
ん
な

国
立
市
公
民
館
市
民

大
学

松
本
的
川
町

今
井
今
明
容

木
原
諸
知
子

上
坂

二
郎

日
本
の
黒
い
回
初

戦
争
お
じ
さ
ん
へ

ミ
ミ
の
水
泳
教
室

地
側
イ
ン
フ
レ
と
農
業

に
せ
が
ね
捜
査

小
判
生
糸
和
飲

ベ
ト
ナ
ム
問
巡
兵
の
証
言

知
識
人
の
政
治

に
っ
ぽ
ん
退
朋
党

問
ら
ざ
る
直

加五脇陸奥古
賀 木 井 村 市

乙Pi圭三正
彦之平郎二消

8月｜利用者 ｜京M有附数 ｜人館者
1日I 88 i 113 I 141 
2日 I 6§ 75 l l4 
3日I 6~ 85 93 
4日I 66 I 85 114 
s-:i;c.「一寸「「－ 50 一一~了
7日I 89 117 134 

－~－EIT 59－一I n- 110 
9 IヨI_ LO_ : s1 1_ LL~ 
1 D円 1 -ra 91 12a 
11円 I 80 I -i 02 ' 125 
12日 I- 36 .! 38 I 74 

← 14 a-・1ー 5了－－；－ 7f 「一寸・oo-
15日 I 36 I 49 62 
1 7 u I 84 I 90 117 
18日 I 71 93 I 115 
j 9日 37 45 I 84 

寸「百一，一一6「 －，----g子一一 1-0・5-
fLEl.一一一＿6]_ 1 80 一一＿l旦－
2,3臼 I 78 98 ! 125 
24日 I 59 79 104 
25日I 72 74 I 112 

オ司－3y二1_ _1~－＇二ヨ二
28日 I 81 98 I 121 

づ同一一ーがーl 6~1 91 
30日i一一一4「一一i 53 I 79 
31日 I 63 i 86 ' 110 
小計 I I . 61.3 I 2. 024 2. 706 

’ 8
月
の
利
用
状
況

本年1月から 7月までの利用状況

ス
ポ

ー
ツ
界
の
功
労
者

高
桜
宗
繁
氏
逝
去
さ
れ
る

朝
日
町
体
育
協
会
発
足
以
来
、
そ

の
中
心
と
な
っ
て
、
理
事
長
、
副
会

長
の
要
職
に
あ
り
協
会
の
今
日
を
築

く
越
と
な
ら
れ
た
高
桜
宗
紫
氏
が
八

月
十
二
目
、
薬
石
効
な
く
、
六
十
三

才
の
生
濫
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

故
人
は
、
各
種
の
体
育
行
事
の
企

固
と
そ
の
実
施
に
全
く
精
力
的
に
活

動
さ
れ
昭
和
四
十
六
年
に
は
県
体
協

か
ら
、

そ
の
別
組
に
よ
り
個
人
表
彰

を
受
け
、
同
年
十
月
に
は
当
協
会
が

文
部
大
阻
衷
拶
を
受
げ
る
な
と
、
削

か
し
い
足
跡
を
残
さ
れ
、
さ
ら
に
今

後
の
活
胞
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
き

と
て
、
氏
の
逝
去
は
各
凶
作
か
ら
惜
し

ま
れ
て
お
り
ま
す
。



あさひ

朝日町職員採用試験公告
朝 日町 長 中川薙

この試験は、役場（病院を含む。〉において事務的、技術的業務に従事する職及び保育所におい

て乳児又は幼児の保育に従事する職への採用候補者を定めるために行なうものです。
1 E式験区分と採用予定人員

一 般 事 務職
技 術 職（土木、農業土木）
保 母

2.受験資絡

(7) （野議長易会員）第217号

昭和48年9月10日

取引
名
名

千
干
干

若
者
若

昭和48年 9月 10日
月刊（毎月10日発行）

学 歴 年 令 ｜場女の別 iその他の要件及び附記

学校教育法による高等学校の卒業者及び昭和 昭和26年4月 2日から昭和31 ! (1)必要学歴はこれと同等と認めら

49年 3月31日までの卒業見込者 年4月 l日までに生まれた者
ツ7 子 れる学歴資格を含みますO

(2）技術臓については、学校におい

学校教育法による短期大学の卒業者及び昭和 間和25年4月2日（保母は昭 （保・IH.は ｜ て必安な課程を履修したととを

49年 3月31日までの卒業見込者
和23年4月 2日）から昭和］29 女子〉 要します。
年4月 1日までに生まれた者 (3）保／fj:については、保母資J俗を現

に有している者又は間和何年 3
学校教育法による大学（4年〉の卒業者及び 昭和24年4月2日から昭和27 月31日まCに保母資格取得見込
昭和何年3月31日までの王手業見込者 年4月 1日までに生まれた者 ｜ みの者

ただし、次の事項の一つでも該当する者は受験できません。
(1) 日本の国絡を有しない者
(2) 禁治産者および準禁治im.者

(3）禁ζ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又隠その執行を受けることがなくなるまでの者
(4) 日本国憲法施行の日以後において、 日本国憲法又はその下に成立した政附を暴力で破壊するととを主強する政党、その他

の団体を結成し、又はとれに加入した者ー

3. E式験の日時、場所、方法及び発表

日 時 試 験 場

第 一一日出 ｜一騨 校

受付開始午前8時30分 （富山市芝園町）
試 験｜試験開始午前9時 ｜ ｜ 

｜昭和148年1即 2日（月） ｜畑町福利センター
第 2 次

受付開始午前811寺30分

試 験 ｜試験開始午前9時

)j 

教 養 試 験
公務員として必援な一般知能及び教盤について、択一
式筆記試験を行ないます。

作文試験
文時による表尉力、まとめプJ等について行ないます。

噂門試験（技術l臨及び保母〉
その職に必wな知識、技術等について'.-Ji記試！？貨を行広
います。

11述試験
主として人物について側別面接による試験を行ないま
す。

病 院
(1）身体検 査

職務遂行に必要な健殴肢を有するかどうか（主として
胸部疾患の有i！＃に重点をおく。〉 について倹ftします。

身上調査｜受験資格の有無、申込書記載事項の頁否、その他について調査します。

合 格 発 表 ｜昭和48年11月 中 旬 ｜朝日町役場前掲示場に掲示〔公告〉して発表するほか、合附には書聞で通知します0

4. 合格から採用までの経路

合格者は、その試験区分の採用候補者名簿に記載され、この中から成績II聞に採問者が決定されます。 名簿は、｜出草1149年9月30日
まで有効です。採用は、 ~I樽の有効期間中において必要に応じて決定されるので、合格者会員が採用されるとは！湿りません。

5. 受付申込手続

1,1) 印込用紙は、当朝日町役場総務課において交付します。
申込用紙の請求 I(2J 申込用紙を郵便で請求する場合は、封筒の表に 「採用試験申込出請求」と朱書し、返信用封

間（あて先、郵便番手号を明記し、切手をはること。）を必ず同封してください。

(1) 申込用紙に必要な事項を記入し、当朗日町役場総務課へ引出の上受験裂を受領してください。
(2) 申込書郵送の場合は、封筒の表に 「採用試験申込」と朱脅し、 受験恕送付のために10円切手

申 込 万 法 ｜ を同封してください。

。受験票には、 申込前 6 ヶ月以内に蝿った本人と確認できる写真（上半党、 ）］~ti附、正面向、
縦6容量、横4.5糎）をはって試験当日持参してください。

昭和48年 9月初日（水）から同年10月5日（金）まで受け付けます。
受 付 期 間 ｜ （平日午後5時、土曜日は午後DU寺30分まで、日曜日及び祭日は休み。〉郵送のj晶合は、 同年10月5

日までの潤印あるものに限り受け付けます。n
o
a守
QJV

6. そ の他

との試験の詳細については、さとl朝日町役場総務課に問い合わせください。
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に
せ
郵
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員
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注
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段
近
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あ
る
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で
、
学
生
風

の
二
人
組
が
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郵
便
局
員
と
称
し
て
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ケ

ー
ス
入
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プ
ラ
ス
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製
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札
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売
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い
て
い
る
よ
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が
、
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売
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と
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せ
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郵
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あ
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場
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し
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か
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さあ（貯皇室長易会£）第217号
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朝
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町
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社
会
栢
祉
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増
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た
め
に

と
、
民
活
一
な
笛
窓
を
預
託
さ
れ
ま
し
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。

乙
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お
机
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し
あ
げ
ま
す
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千
円
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河

内

底

則

殿

六
百
十
五
円
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手
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。
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図
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